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◇
二
〇
一
七
年
度
中
国
文
化
学
会
大
会

　

二
〇
一
七
年
六
月
二
十
四
日
（
土
）　

於 

早
稲
田
大
学

［
研
究
発
表
］

一
、
宣
教
師
か
ら
見
た
「
祭
」
―
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ノ
エ
ル
『
中
国
哲

学
三
論
』「
第
二
論
文
」
を
中
心
に
―

�
筑
波
大
学
大
学
院　

竹
中　
　

淳　

氏

一
、
唐
代
の
論
書
詩
に
お
け
る
書
体
観

�

筑
波
大
学
大
学
院　

剣
持　

翔
伍　

氏

一
、
夔
州
期
に
お
け
る
杜
甫
の
詩
作
に
つ
い
て

�

文
教
大
学　

樋
口　

泰
裕　

氏

一
、
章
学
誠
〈
文
史
校
讎
之
学
〉
に
お
け
る
経
書
の
位
置

�

文
教
大
学　

渡
邉　
　

大　

氏

一
、
李
商
隠
の
詩
歌
の
創
作
に
対
す
る
杜
甫
詩
の
影
響

�

文
教
大
学　

加
固
理
一
郎　

氏

一
、
日
本
時
代
の
台
湾
に
お
け
る
公
学
校
漢
文
教
育
―
書
き
言
葉
近

代
化
へ
の
道
の
り

�

東
京
外
国
語
大
学
名
誉
教
授　

樋
口　
　

靖　

氏

［
講
演
］

　
　
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
の
基
軸
―
そ
の
編
纂
過
程
を
め
ぐ
っ

て
―�

東
京
外
国
語
大
学
名
誉
教
授　

高
橋　
　

均　

氏

�

司
会　

千
葉
大
学　

内
山　

直
樹　

氏

［
総
会
］

一
、
開
会
の
辞�

小
松
建
男
副
会
長

二
、
議
長
選
出�

樋
口
靖
会
員
を
議
長
に
選
出

三
、
会
長
挨
拶�

加
藤　

敏
会
長

四
、
諸
報
告

　
　
（
１
）
総
務
委
員
会�

樋
口
泰
裕
委
員

　
　
（
２
）
企
画
委
員
会�

増
野
弘
幸
委
員

　
　
（
３
）
編
集
委
員
会�

坂
口
三
樹
委
員

　
　
（
４
）
会
計
委
員
会�

渡
邉　

大
委
員

　
　
（
５
）
広
報
委
員
会�

菅
野
智
明
委
員

五
、
議
事

　
　
（
１
）
二
〇
一
六
年
度
決
算�

渡
邉　

大
委
員

　
　
（
２
）
二
〇
一
七
年
度
予
算�

渡
邉　

大
委
員

六
、
会
長
選
挙�

中
田
嘉
種
会
員

七
、
理
事
選
挙�

中
田
嘉
種
会
員

八
、
閉
会
の
辞�

白
井
啓
介
副
会
長

◇
例
会
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二
〇
一
七
年
九
月
十
六
日
（
土
）　

於 

大
妻
女
子
大
学

一
、
上
海
常
設
映
画
館
の
誕
生
と
そ
の
後
―
な
ぜ
、
そ
こ
だ
っ
た
の

か�

文
教
大
学　

白
井　

啓
介　

氏

〈
古
典
籍
展
示
（
高
橋
均
会
員
蔵
）〉

　
『
亜
東
印
画
輯
』
全
三
冊
―
写
真
で
見
る
九
十
年
前
の
中
国

二
〇
一
七
年
十
二
月
九
日
（
土
）　

於 

大
妻
女
子
大
学

一
、
西
泠
印
社
創
始
者
の
印
学
観
と
そ
の
位
置

�

筑
波
大
学
大
学
院　

正
岡　

知
晃　

氏

〈
古
典
籍
展
示
（
高
橋
均
会
員
蔵
）〉

　

玉
篇
各
種

①
慶
長
整
版
『
大
広
益
会
玉
篇
』（
昭
和
八
年
巌
松
堂
書
店
影
印

本
）

②
『
大
広
益
会
玉
篇
』（
七
冊
三
十
巻　

寛
永
二
十
一
年
・
一
六

四
四
刊
）

③
『
大
広
益
会
玉
篇
』（
三
冊
合
本
三
十
巻　

慶
安
四
年
・
一
六

五
一
刊
）

④
『
四
声
玉
篇
和
訓
大
成
』（
六
冊
六
巻　

寛
政
四
年
・
一
七
九

二
刊
）

二
〇
一
八
年
三
月
十
日
（
土
）　

於 

大
妻
女
子
大
学

一
、
日
治
初
期
台
湾
の
初
等
漢
文
教
育
一
斑
―
書
房
と
公
学
校

�

東
京
外
国
語
大
学
名
誉
教
授　

樋
口　
　

靖　

氏

〈
古
典
籍
展
示
〉

　

朝
鮮
本
三
点

①
『
事
文
（
類
）
抄
』（
三
冊
四
巻　

高
斗
煥
等
編　

庚
午
新
刊
）

②
『
東
京
雑
記
』（
三
巻
三
冊　

閔
周
冕
〈
朝
鮮
〉
編　

慶
州
府

粛
宗
三
十
七
年
〈
一
七
一
一
〉
原
刻
・
憲
宗
十
一
年
〈
一
八
四

五
〉
補
刻
）

③
『
清
虚
堂
集
』（
四
巻
一
冊　

休
静
撰　

妙
香
蔵
版
）

◇
二
〇
一
七
・
二
〇
一
八
年
度
役
員

会　

長　

加
藤
敏

副
会
長　

白
井
啓
介
、
小
松
建
男

理　

事相
原
茂
、
安
藤
信
廣
、
井
川
義
次
、
薄
井
俊
二
、
大
上
正
美
、

大
橋
賢
一
、
大
村
和
人
、
加
藤
章
、
後
藤
秋
正
、
櫻
田
芳
樹
、

高
橋
明
郎
、
高
橋
由
利
子
、
谷
口
匡
、
細
谷
美
代
子
、

堀
池
信
夫
、
三
上
英
司
、
村
田
和
弘
、
鷲
野
正
明
、
渡
辺
雅
之
、

渡
邉
義
浩

理
事
・
委
員
（
兼
任
）

　

総
務
委
員　

樋
口
泰
裕
（
常
務
理
事
）、
北
島
大
悟
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企
画
委
員　

増
野
弘
幸
（
常
務
理
事
）、
加
固
理
一
郎
、
谷
口
匡
、

　
　
　
　
　
　

玉
城
要
、
松
村
茂
樹

　

編
集
委
員　

内
山
直
樹
（
常
務
理
事
）、
阿
川
修
三
、
河
内
利
治
、

木
村
淳
、
坂
口
三
樹
、
蒋
垂
東
、
谷
口
真
由
実
、

　
　
　
　
　
　

寺
門
日
出
男

　

広
報
委
員　

菅
野
智
明
（
常
務
理
事
）、
尾
川
明
穂
、
高
橋
佑
太

　

会
計
委
員　

渡
邉
大
（
常
務
理
事
）

会
計
監
査　

舟
部
淑
子
、
山
田
忠
司

幹　

事　
　

宇
賀
神
秀
一
、
竹
中
淳
、
村
越
充
朗

※
住
所
・
勤
務
先
等
に
変
更
の
あ
っ
た
方
は
、
事
務
局
宛
御
一
報
下

さ
い
。

中
国
文
化
学
会　

info@
zhongguow

enhuaxuehui.org 

（
〒
三
〇
五
―
八
五
七
一　

茨
城
県
つ
く
ば
市
天
王
台
一
―
一
―
一

　

筑
波
大
学　

人
文
社
会
科
学
研
究
科　

文
芸
・
言
語
専
攻
内
）
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中
国
文
化
学
会
会
則

第
一
条
（
名
称
）
本
会
は
中
国
文
化
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
（
目
的
）
本
会
は
中
国
文
化
及
び
漢
文
学
の
研
究
と
そ
れ
に
基
づ
く
教

育
へ
の
寄
与
を
も
っ
て
目
的
と
す
る
。

第
三
条
（
事
業
）
本
会
は
以
下
の
諸
事
業
を
行
う
。

　
　
　

ア　

大
会　

年
一
回
。　
　
　
　
　
　
　

イ　

例
会　

年
数
回
。

　
　
　

ウ　

会
報
『
中
国
文
化
』
の
発
行
。　
　

エ　

会
員
名
簿
の
発
行
。

　
　
　

オ　

そ
の
他
、
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
た

事
業
。

第
四
条
（
会
員
）
本
会
は
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人
、
法
人
、
団
体
の

会
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　
　

２　

本
会
に
入
会
を
希
望
す
る
も
の
は
、
会
員
一
名
の
推
薦
に
よ
り
理
事

会
の
承
認
を
経
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

３　

会
員
は
第
三
条
に
い
う
諸
事
業
に
参
加
し
、
刊
行
物
の
頒
布
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

４　

会
員
は
役
員
選
挙
の
選
挙
権
、
被
選
挙
権
を
持
つ
。

　
　

５　

会
員
は
本
会
則
に
定
め
る
会
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
（
役
員
）
本
会
に
以
下
の
役
員
を
置
く
。

　
　
　

ア　

会
長　

一
名
。
会
長
は
総
会
に
お
い
て
会
員
の
互
選
に
よ
り
選
出

さ
れ
る
。
会
長
は
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
べ
る
。

　
　
　

イ　

副
会
長　

本
会
に
副
会
長
一
名
ま
た
は
二
名
を
置
く
こ
と
が
で
き

る
。
副
会
長
は
理
事
会
の
議
を
経
て
会
長
が
委
嘱
す
る
。
副
会
長

は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
行

す
る
。

　
　
　

ウ　

理
事　

十
五
名
。
理
事
は
総
会
に
お
い
て
会
員
の
互
選
に
よ
り
選

出
す
る
。
会
長
は
理
事
会
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、
総
会
で
選
出

さ
れ
た
理
事
以
外
に
理
事
若
干
名
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

エ　

常
務
理
事　

若
干
名
。
常
務
理
事
は
理
事
の
中
か
ら
互
選
に
よ
り

選
出
す
る
。

　
　

２　

役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

　
　

３　

役
員
は
満
七
十
五
歳
を
超
え
て
在
任
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
任
期
の

途
中
で
満
七
十
五
歳
に
達
し
た
役
員
は
、
当
該
任
期
末
ま
で
在
任
す

る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
（
総
会
）
総
会
は
本
会
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
、
会
長
が
招
集
し
、

毎
年
一
回
開
催
さ
れ
る
。

第
七
条
（
理
事
会
）
理
事
会
は
会
長
が
招
集
し
、
会
の
重
要
事
項
を
審
議
す
る
。

第
八
条
（
常
務
理
事
会
）
本
会
の
日
常
会
務
を
執
行
す
る
た
め
に
常
務
理
事
会

を
置
く
。
常
務
理
事
会
は
会
長
、
副
会
長
、
常
務
理
事
を
も
っ
て
構

成
す
る
。

第
九
条
（
委
員
会
）
常
務
理
事
は
以
下
の
委
員
会
に
属
し
、
会
務
を
分
担
す
る
。

　
　
　

ア　

総
務
委
員
会　
　
　

イ　

企
画
委
員
会　
　
　

ウ　

編
集
委
員
会

　
　
　

エ　

会
計
委
員
会　
　
　

オ　

広
報
委
員
会

第
十
条
（
会
計
監
査
委
員
）
会
計
監
査
委
員
は
毎
年
一
回
本
会
の
経
理
全
般
を

監
査
し
、
そ
の
結
果
を
総
会
に
報
告
す
る
。
会
計
監
査
委
員
は
理
事

以
外
の
会
員
の
中
か
ら
会
長
が
委
嘱
す
る
。

第
十
一
条
（
選
挙
管
理
委
員
）
選
挙
管
理
委
員
は
二
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
会
長

と
理
事
の
改
選
を
実
施
し
、
そ
の
事
務
を
取
り
扱
う
。

第
十
二
条
（
会
計
）
本
会
の
諸
事
業
に
要
す
る
経
費
は
会
員
の
納
入
す
る
年
会

費
及
び
寄
付
金
な
ど
で
賄
わ
れ
る
。

　
　

２　

年
会
費
四
、〇
〇
〇
円
と
す
る
。

　
　

３　

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一

日
を
も
っ
て
終
わ
る
。

第
十
三
条
（
改
定
）
本
会
則
の
改
定
は
、
理
事
会
の
発
議
に
よ
り
、
総
会
出
席

者
の
過
半
数
の
同
意
を
得
て
行
う
。

 

〔
付
則
〕
１　

本
会
則
は
一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）
六
月
二
十
八
日
か
ら
大
塚

漢
文
学
会
会
則
に
代
っ
て
発
効
す
る
。

　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
一
年
（
平
成
十
三
年
）
六
月
二
十
三
日
改
正
。

　
　
　
　
　
　

二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五
年
）
六
月
二
十
九
日
改
正
。

　
　
　
　
　
　

二
〇
一
六
年
（
平
成
二
十
八
年
）
六
月
二
十
五
日
改
正
。

　
　
　
　

２　

本
会
の
事
務
所
を
当
分
の
間
筑
波
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科

文
芸
・
言
語
専
攻
内
に
置
く
。

 〔
了
解
〕（
理
事
の
選
出
、
委
嘱
、
常
務
理
事
の
互
選
に
関
し
て
）

　

理
事
会
は
可
能
な
限
り
全
国
各
地
区
か
ら
選
出
の
理
事
を
含
め
て
構
成
し
、

常
務
理
事
会
は
実
務
担
当
に
便
宜
な
地
域
に
居
住
す
る
理
事
で
構
成
す
る
。
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「中国文化」投稿規定

〈応募資格など〉
１　中国文化学会会員に限る。
２　応募原稿は、未公開のものに限る。ただし、口頭で発表しこれを初めて論文にまとめ

たものは受理する。
〈原稿枚数など〉
３　原稿は校正時に加筆を要しない完全原稿とする。
４　原稿枚数は、本文・注（原稿用紙１マスに１字を収める。）・図版などをあわせて、下

記の枚数を厳守する。
　　　⑴論　　　文：400字詰め35枚以内。（ワープロ使用の場合、縦書きは26字 ×21行で

26枚以内とし、横書きは35字×33行で12枚以内とする。）
　　　⑵研究ノート：400字詰め25枚以内。（ワープロ使用の場合、縦書きは26字 ×21行で

19枚以内とし、横書きは35字×33行で９枚以内とする。）
５　図版を必要とする場合、占有面積半ページ分を550字として換算する。図版原稿はその

まま版下として使用できる鮮明なものとし、掲載希望の縦・横の寸法を明示する。表
についても、掲載希望の縦・横の寸法を明示する。

〈体裁・表記など〉
６　原稿は縦書き・横書きのいずれでもよい。
７　原稿は常用漢字を原則とする。正漢字・簡体字などを用いる場合は下記に注意する。
　　　⑴　引用文など必要箇所を正漢字で表記する場合は、原稿提出時において表記が完

成されていること。（正漢字箇所を必ずマーカーなどでマークすること。）
　　　⑵　引用文など必要箇所を簡体字で表記する場合も⑴に同じ。
　　　⑶　とくにワープロ原稿の場合、上記の点に留意すること。引用部分が手書きにな

っても差し支えない。
８　中国語のローマ字表記は、漢語拼音方案による。但し、特殊な綴りで通用している固

有名詞や、本人が自分の名前に使用している綴りについては、その使用も認める。ま
た、日本語のローマ字表記は、ヘボン式の使用を原則とする。

〈原稿提出〉
９　　⑴　締切日：２月末日（厳守すること）
　　　⑵　提出先：別途定める編集事務局宛
　　　⑶　原稿は必ず書留により上記に郵送するものとし、２月末日までの消印のあるも

のを有効とする。
　　　⑷　応募時に、原稿以外に複写コピー２部を用意し、合わせて計３部を提出する。
　　　（事故に備え、提出前にあらかじめ自家用のコピーを必ず作成しておくこと。）
〈審査〉
10　採否については、編集委員会が委嘱した査読委員の報告を受けて、編集委員会で決定

し、４月上旬までに連絡する。
〈抜刷ほか〉
11　論文掲載者には、掲載誌３部および抜刷30部を贈呈する。
〈掲載論文等のインターネット公開〉
12　掲載論文等の著作権のうち、複製権および公衆送信権は中国文化学会が所有し、執筆

者の許諾のもとに、刊行後１年を経てインターネット上で公開する。




